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ヴァンデの名声は、独自性、経済と観光のダイナミズム、大イベントの数々といった
揺るぎない指標によって築かれてきました。

折しも2024年は、大規模イベントが目白押しとなります。

5月には、ヴァンデ戦争の史跡であるシャボットリー館（Logis de la Chabotterie）で
国際花の博覧会（Floralies Internationales）が開催され、6月には、オリンピックの聖火リレーが通過し、

そして11月には、セーリングの聖地であり、美しい港湾の街のひとつとして
世界に名高いレ・サーブル・ドロンヌ（Les Sables d’Olonne）で、「海のエベレスト」と

称されるヴァンデ・グローブ（Vendée Globe）が開催されます。

2024年11月10日、ヴァンデ・グローブ第10回大会の熱戦の火ぶたが切られ、
スキッパー（艇長）たちが大海へ漕ぎだします。参加者数、国際的評価、経済効果…

いずれをとってもかつてない規模となる第10回大会は、単なる到達点ではありません。
ヴァンデ・グローブの伝説的な歴史における、新たな章が幕を開けるのです。

本プレス資料をご覧いただけば、来たる年のヴァンデ・グローブが感動と壮大な
スペクタクルであるとご想像いただけるでしょう。“未曽有の体験”をお見逃しなく。

ヴァンデを訪れる皆さまに、なごやかな時間とこの地ならではの魅力、冒険と祝祭が
織りなす唯一無二の体験をご提供したいと考えています。

2024年はヴァンデを訪れ、どうぞ最高の旅をお楽しみください！

ギヨーム・ジャン、ヴァンデ・エクスパンシオン会長兼ジェネラルディレクター
カレン・アレトリュ、ヴァンデ県観光局長
およびヴァンデ県観光局スタッフ一同

ヴァンデを満喫、
唯一無二の
デスティネーションへ
フランス大西洋岸の
小さな楽園、
豊かさと変化に満ちた地
page 7

ヴァンデを体感する
10のユニークな体験 
page 8 

ヴァンデを体現する10人: 
「我こそは…！」

page 18

驚きと冒険 : ヴァンデ、
大規模イベントの聖地
page 20

魂を揺さぶる
ヴァンデ・グローブ：
第10回大会開催
ヴァンデ・グローブ、
あるいは「海のエベレスト」
page 23

数字で見るレース
page 24

ヴァンデ・グローブを代表する
5人のスキッパー
page 25

第10回大会に出場する
5人の国際的注目スキッパー
page 26

ヴァンデのスキッパーのお気に入り
page 27

ヴァンデ・グローブ開催の地、
レ・サーブル・ドロンヌ
page 28

レースに熱狂：
オーダーメイドで楽しむ
アクティビティと滞在
page 30

ヴァンデへの
アクセス
飛行機 
自動車
鉄道 
フェリー 

page 4

ヴァンデ  人生が “10乗”豊かになる濃密な旅！

En Vendée,

はじめに

2 3

目 次

©
 A

le
xa

nd
re

 L
am

ou
re

ux

©
 A

le
xa

nd
re

 L
am

ou
re

ux

©
 A

le
xa

nd
re

 L
am

ou
re

ux



4 5

#1
ヴァンデへの
アクセス
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 自動車
ベルリンから 1468 km 

ブリュッセルから 735 km 
ルクセンブルクから 786km 

ローマから 1714 km 
マドリッドから 986 km 

ジュネーヴから 732 km

パリから 424 km 
ナントから 70 km 

ボルドーから 255 km
ロンドンから 803 km

アムステルダムから 922 km

飛行機
２つの空港 : 

ナント・アトランティック（Nantes-Atlantique）空港
ラ・ロシェル・イル・ド・レ（La Rochelle-Ile de Ré）空港

>>航路案内および発着時間 ：
www.nantes.aeroport.fr およびwww.larochelle.aeroport.fr

1つの飛行場 : レ・アジョンク（Les Ajonc）飛行場
ラ・ロッシュ・シュル・ヨン（La Roche sur Yon）

 >> 航路案内および発着時間 ：
www.larochesuryon.fr/aeroport

>>イギリスからフランス>>イギリスからフランス
（運航船社DFDS、P&O、Brittany Ferries）（運航船社DFDS、P&O、Brittany Ferries）

ドーバー –カレー（Douvres-Calais） ドーバー –カレー（Douvres-Calais） 
ドーバー – ダンケルク（Douvres-Dunkerque） ドーバー – ダンケルク（Douvres-Dunkerque） 

ニューヘブン – ディエップ（Newhaven-Dieppe）ニューヘブン – ディエップ（Newhaven-Dieppe）
プリマス – ロスコフ（Plymouth-Roscoff）プリマス – ロスコフ（Plymouth-Roscoff）

プール – シェルブール（Poole-Cherbourg） プール – シェルブール（Poole-Cherbourg） 
ポーツマス – サン・マロ（Portsmouth-Saint-Malo） ポーツマス – サン・マロ（Portsmouth-Saint-Malo） 

ポーツマス – カン（Portsmouth-Caen） ポーツマス – カン（Portsmouth-Caen） 
ポーツマス – ル・アーヴル（Portsmouth-Le Havre） ポーツマス – ル・アーヴル（Portsmouth-Le Havre） 

>> アイルランドからフランス >> アイルランドからフランス 
（運航会社Irish Ferries、Brittany Ferries) （運航会社Irish Ferries、Brittany Ferries) 

ダブリン – シェルブール（Dublin-Cherbourg） ダブリン – シェルブール（Dublin-Cherbourg） 
ロスレア – シェルブール（Rosslare-Cherbourg）ロスレア – シェルブール（Rosslare-Cherbourg）

 ロスレア – ル・アーヴル（Rosslare-Le Havre） ロスレア – ル・アーヴル（Rosslare-Le Havre）
コーク – ロスコフ（Cork-Roscoff）コーク – ロスコフ（Cork-Roscoff）

フェリー

鉄道
TGV駅 :ラ・ロッシュ・シュル・ヨン駅、レ・サーブル・ドロンヌ駅、

サン・ジル・クロワ・ド・ヴィ（Saint Gilles Croix de Vie）駅、
シャラン（Challans）駅、リュソン（Luçon）駅、モンテギュ（Montaigu）駅

 >> 路線案内と発着時間： www.oui.sncf 
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#2
ヴァンデを満喫、
唯一無二の
デスティ
ネーションへ

フランス大西洋岸の小さな楽園

ペイ・ド・ラ・ロワール地方、フランス大西洋岸に位置するヴァンデ県は、魅力的な
条件を数多く備えています。

良好なアクセス ： ヴァンデ近郊には、ナント・アトランティック空港（NTE）とラ・ロシェル
（LRH）という２つの国際空港があります。高速道路A83とA87が県内を横断し、TGVは
ラ・ロッシュ・シュル・ヨン駅とレ・サーブル・ドロンヌ駅に乗り入れています （パリから海辺の

リゾートまで3時間30分で到着）。

変化に富んだ景観 ： 陸と海、都市と田園、小高い丘と海沿いの砂丘、森林と牧草地、川と湿地な
ど、その景観の多様性はこの地ならではものです。南ヴァンデには名高い地域自然公園、マレ・ポワト

ヴァン（Marais poitevin）があります。トネリコの並木に縁取られた800キロメートルの運河が、3つ
の県にまたがって流れる湿地帯は、しばし日常を忘れ、英気が養われるひとときを（何度でも）過ごすのに

おすすめです。また、ヴァンデの典型的な風景といえば、小さな畑と生け垣のある森林と牧草地が混在する
ボカージュ（bocage）でしょう。渓谷に区切られた小高い丘は、まるでスイスのような雰囲気を醸しており、

ヴーヴァン（Vouvant）やマリエーヴル（Mallièvre）といった個性的な村々があります。

太陽が降り注ぐ海岸線 ： 「コート・ド・リュミエール（光の海岸、Côte de Lumière）」と称される250キロ
メートルの海岸線。うち140キロメートルには、きめ細かな砂のビーチが広がっています。

海辺のリゾート ： ヴァンデには18のリゾート地があります。トレイルランナーに人気の家族向けリ
ゾート地サン・ジャン・ドゥ・モン（Saint Jean de Monts）、「サルディーヌ（鰯）の街」ことサン・

ジル・クロワ・ド・ヴィ、モザイクの街並みが美しいレ・サーブル・ドロンヌ、タルモン・サン・テ
ィレール（Talmont Saint Hilaire）とペイレ川（Le Payré）の河口地区、「プティ・カリフォ

ルニア」と呼ばれるラ・トランシュ・シュル・メール（La Tranche sur Mer）などは、とりわ
けよく知られています。

洋上の島  々： ユー島（Île d’ Yeu）とノワールムーティエ島（Île de Noirmoutier）
は、ヴァンデの手つかずのままの自然が織りなす驚きの風景と出会うことができ

るでしょう。

歴史 ： ヴァンデゆかりの歴史的人物には、童話『青ひげ』のモデルとなった
ジル・ド・レ（Gilles de Rais）、第三共和政時代に首相を務めたジョルジ

ュ・クレマンソー（Georges Clemenceau）、そして、ヴァンデの歴史
テーマパーク「ピュイ・デュ・フー（Puy du Fou®）」のショーに着想

を与えたシャレット将軍（général Charette）がいます。

豊かさと変化に満ちた地
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ヴァンデを満喫する10のユニークな体験

体験 #その1 
広大な景色で味わう

解放感
ヴァンデ、それは、広大な景色に包まれて味わう解放
感。そして、自然保護地区として類まれなる景観が保
持されている海辺で、潮風を胸いっぱいに吸い込むこ
と。
北部には、フロマンティーヌ（Fromentine）からノワ
ールムーティエ島へとつづく伝説的な散策路「パサー
ジュ・デュ・ゴワ（Passage du Gois）」があります。
全長4キロメートル を超えるこの土手道の通行には
くれぐれもご注意ください。満潮を迎えると3時間ほ
どは道がなくなってしまいます！
ペイレ川の河口、タルモン・サン・ティレールはまさに
動植物たちの聖域。持続可能な観光開発を継続的に
行っているビーチやマリーナに授与される「パヴィヨ
ン・ブルー（Pavillon Bleu）」ラベルを獲得していま
す。
南部には、2022年に新設された街、レギュイヨン・
ラ・プ レ ス キ ル（l’ Aiguillon la Presqu’ île）に ア
ルセー 岬（Pointe d’ Arçay）が 見えます。面 積は
1,035ヘクタール、全長距離は6キロメートルある岬
は、海流により運ばれた砂が長い年月をかけて堆積
し、形成されました。海に開かれた鳥たちの楽園が、
あなたに素敵な発見のひとときをお約束します。
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ゴワ川（Le Gois）や橋を経由してノワールムーテ
ィエ島へ。島内に咲き誇る花から「ミモザ島（Île 
aux mimosas）」と呼ばれる島はまた、独特なヨ
ードの風味で名高いジャガイモ「ラ・ボノット（la 
Bonnotte）」の産地でもあります。

塩田、セイヨウヒイラギガシの森、見渡す限りの砂
浜に彩られたノワールムーティエ。小さな通りを散
策して、島の豊かさに会いに出かけましょう。

本土から17キロメートル、フロマンティーヌから船
でわずか30分の洋上にあるユー島。島には自然の
ままの小川が流れ、カラフルな雨戸を備えた白い
家々が並び、時代を超越した楽園の雰囲気が漂って
います。

ユー島内の移動は自転車がおすすめです。都会の
喧騒から離れた理想的な場所をマイペースで散策
されてください。

体験 #その2 
島々で過ごす
魅惑のひととき
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午前中
壮麗なサン・ニコラの断崖（Falaises Saint Nicolas）を見下ろす「税官吏の道（Sentier des douaniers）」を辿り、ペイレ岬（Pointe du Payré）の散策にでかけましょう。
地中海原産の常緑樹、セイヨウヒイラギガシの森へ入り、ヴェイヨン海 岸（Plage du Veillon）とブ ルジェネ ー の 入り江（Anse de Bourgenay）の間に、干潮時にのみ現れる2億年以上前の恐竜の足跡をぜひ見つけてください。

ランチ休憩
フランスでもっとも小さな牡蠣漁港、タルモン・サン・ティレールのラ・ギティエール港（Port de la Guittière）に立ち寄り、牡蠣小屋「リュイトリエ・ピィ（L’ Huîtrier Pie）」でおいしい魚介を味わいましょう。
午後
ペイレ川の河口では、「パドルアベンチャー（Paddle Aventure）」が提供するカヌー、カヤック、SUPなどのパドルセッションに参加できます。欧州の自然保護区ネットワーク「ナチュラ 2000（Natura 2000）」に認定された景観は一見の価値あり。大自然のなかで波に揺られて水上散歩をお楽しみください。

ディナー
タルモン・サン・ティレールのゴルフ場内にあるレストラン「グリーンハウス（Greenhouse）」へ。絶景を見渡すテラスで、地元の旬の食材を使ったディナーをお楽しみください。

宿泊
ブルジュネー（Bourgenay）のマリーナの向かいにある快適な3つ星ホテル「レ・ジャルダン・ドゥ・ラトランティック（Les Jardins de l’ Atlantique）」で夜をお過ごしください。

午前
ノワールムーティエ島に到着したあなたを少し強い海風が迎えま

す。さあヘルメットをかぶってヨットに乗り込み、バルバートル海岸

（Plage de Barbâtre）でランドセーリングに挑戦です。島で屈

指の美しいビーチで新鮮な空気を胸いっぱいに吸い込み、我を忘

れて楽しみましょう。

ランチ休憩
レストラン「ル・オンズ（Le 11）」で上質な郷土料理をいただきまし

ょう。ノワールムーティエの古い港にある昔ながらの漁師の家につ

くられたレストランは、ひと心地つくのにうってつけです。

午後
ノワールムーティエ島の伝統の担い手、製塩職人に会いに行きま

しょう。「マレ・ド・ラ・ボンヌ・ポーニュ（Marais de la Bonne 

Pogne）」または「マレ・ムネ（Marais Mounet）」は一般公開され

ている塩田です。先祖伝来の手法をご覧ください。

ディナー
ノワールムティエ・アン・リル（Noirmoutier en l’ île）の中心部

にある伝統料理を提供するレストランへ。温かなもてなしの「ル・

プティ・ノワールム（Le P’ tit Noirmout）」でディナーをいただき

ましょう。

宿泊
大西洋を望む落ち着いたムードの高級ホテル「ル・ノワールムティ

エ（Le Noirmoutier）」で夜の時間を過ごします。ボヘミアンシッ

クな雰囲気のオープンから間もないホテルは、オフラインの休暇

に最適です。

旅の手帳 旅の手帳
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サン・ジル・クロワ・ド・ヴィ、昔ながらの海辺のリゾート

鰯で知られる漁港の町は、郷土の味を楽しめる注目のスポットであり、大西
洋岸髄一の鰯の水揚げを誇っています。

さらに、この海辺のリゾートの街は、1887年に設立された缶詰工場「ラ・
ペルル・デ・デュー（神々たちの真珠、La Perle des Dieux）」でも知られ
ています。併設のラトリエ ドゥ・ラ・サルディーヌは、工場の歴史をテーマ
にしたミュージアム、アートギャラリー、ショップの3つのスペースで構成さ
れています。

街のレストランの多くで、一年中、鰯をつかったコース料理を提供してい
ます。ごくシンプルなレシピから手間暇かけた一皿まで、あらゆる形（マリ
ネ、グリル、リエットなど）で鰯をご堪能ください。

海洋都市サン・ジル・クロワ・ド・ヴィでは、毎年、「プランタン・ドゥ・ラ・
サルディーヌ（鰯の春、Printemps de la Sardine）」を開催し、街に幸運
をもたらす魚、鰯の漁の解禁を祝っています。

体験 #その3 
サン・ジル・クロワ・ド・ヴィで海辺の寄り道旅

体験 #その4 
マレ・ポワトヴァンで
未体験の散策を

「フランスの偉大な景勝地（Grand site de France）」
に認定されている地域自然公園、マレ・ポワトヴァンは、

「緑のヴェネツィア（Venise verte）」とも呼ばれてい
ます。
セイヨウトネリコの木が立ち並ぶ約800キロメートル
の運河を水上散策しましょう。この湿地帯の伝統的な
ボート「プラート（plate）」に乗り、マレ・ポワトヴァン
の大小さまざまな水路を滑るように移動します。
豊かな生態系に恵まれた自然公園は、南仏プロヴァン
スのカマルグに次いでフランスで2番目に大きな湿地
帯です。
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午前
サン・ジル・クロワ・ド・ヴィ地域の必見スポット「ラトリエ・ド・ラ・サルディーヌ（l’ Atelier de la Sardine）」を訪ね、見学を楽しみましょう。このインタラクティブなミュージアムでは、ヴァンデで唯一の缶詰工場の歴史と職人のノウハウについて詳しく学ぶことができます。

ランチ休憩
海に面したレストランへ。広大なビーチの目と鼻の先にある「ル・グラン・ド・サブレ（Le Grain de Sable）」では、モダンなムードの店内で洗練された料理をお楽しみいただけます。

午後
ヴァンデのレンタル自転車サービス「レ・プティット・レーヌ（Les Petites Reines）」。漁 港 や マリー ナ から、壮麗なヴィラが立ち並ぶボワヴィネ地区（Quartier Boisvinet）、ヴァンデの切り立った崖の道に至るまで、自転車に乗ってさまざまな象徴的スポットを散策するのは、この上なく楽しいひとときとなることでしょう。

ディナー
とびきり新 鮮 な 魚 介を味 わえる「 ル・ピ ル ー ル（Le Pilours）」へ。地域の環境や文化に与える影響に配慮したアプローチを貫くレストランです。温かみのあるアールデコ様式のインテリアに囲まれ、地元の旬の漁獲物をリーズナブルに味わいましょう。

宿泊
ゲストハウス「ランヴィ（L’ Envie）」でのんびりリラックス。サン・ジル・クロワ・ド・ヴィの中心街に位置しながら、まるで大自然のすぐ傍らにいるようなムードが漂い、 スイミングプールやハマムも利用することができます。
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午前
伝統的な小舟プラートに乗って水上散策。プラートには、地元で

「ピグイユール（pigouilleur）」と呼ぶ船頭ガイドの有無が選べま

す。「緑のヴェネツィア」の運河に沿ってプラートを進め、まるで緑

の劇場のような景色を照らす朝の光を楽しみましょう。

ランチ休憩
川のほとりの素晴らしいロケーションにあるレストラン「レショーゲ

ット（l’ Echauguette）」でランチタイム。テラスからはマイユゼ修

道院（Abbaye de Maillezais）の桟橋が見渡せます。地元の食

材をつかった特製の料理をご賞味ください！

午後
千年前に建てられた修道院を訪ねましょう。ニウール・シュル・

ロティー ズ 修 道 院（Nieul sur l’ Autise）や マイ ユ ゼ 修 道 院

（Maillezais）では、マレ・ポワトヴァンのなりたちを知ることがで

きます。

ディナー
夕食はホテルのレストラン「ラブレー（Rabelais）」へ。シェフがつ

ねに変わらぬ細心の注意と情熱を持って食材を選んだ逸品が、グ

ルメなひとときをお約束します。

宿泊
芸術と歴史の街、フォントネー・ル・コント（Fontenay le Comte）

にお越しの際は、ぜひホテル「メゾン・シャトー・ガイヤール

（Maison Château Gaillard）」で 一 夜 を お 過 ごしくださ い。

1816年に建てられた邸宅は、部屋の一つひとつで、デザイン、建

築、装飾に携わった3人の女性に敬意を表しています。

旅の手帳 旅の手帳
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海辺の地域からボカージュ、湿地帯まで変化
に富んだヴァンデには、質の高い建造物と自然
景観を有する村に授与されるラベル「プティ・
シテ・ド・キャラクテ ー ル（Petites Cités de 
Caractère）」に認定された10の村が点在して
います。

そのうち、アプルモン（Apremont）、ムシャン
（Mouchamps）、プーゾージュ（Pouzauges）
は、ヴァンデならではのいくつもの特徴が如実に
現れている村々です。 

この ほど、モ ルター ニュ・シュル・セーヴ ル
（Mortagne sur Sèvre）とノワールムーティエ
（Noirmoutier）が同ラベルの認定を受けまし
た。
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体験 #その5 
個性あふれる

小村を巡る
時間旅行

モルターニュ・シュル・セーヴル（Mortagne sur 
Sèvre）からレ・ゼルビエ（les Herbiers）まで、蒸気
式などさまざまな機関車で旅をすることができます。

シュマン・ド・フェール・ドゥ・ラ・ヴァンデ（Chemin 
de Fer de la Vendée）が運営する機関車の旅で
は、本格的な食堂車で昼食をとりながら、まるで小説
に出てくるような、ヨーロッパの偉大な特急列車の楽
しみの流儀を体験することができます。

高架橋からセーヴル渓谷を見下ろす絶景を堪能しま
しょう。

楽しいガイド付きの列車の散歩をお楽しみください。

体験 #その6
列車に揺られて
真昼の夢を見る
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午前
ヴァンデのボカージュにあるマリエーヴルへ散策にでかけましょう。いにしえの織物職人たちが拠点とした、セーヴル川（La Sèvre）のほとりにある魅力的な村は、きっとあなたを虜にすることでしょう。中世の城の遺跡から、かつての領主の邸宅まで見どころ満載です。

ランチ休憩
サン・ロラン・シュル・セーヴル（Saint Laurent sur Sèvre）のバルビニエール城（Château de la Barbinière）の敷地内という素晴らしい場所にあるシャトーレストラン「ロランジュリー（L’ Orangerie）」へ。大きなガラスの屋根の下に迎えられ、シェフが手塩にかけてつくる料理を味わいましょう。500以上のワインを記載したセラーブックもご用意しています。

午後
歴史と文化が育んだ遺産を保護することは、地域で育まれた熟練の技と知恵を守り伝えることを意味します。ムシャン（クレマンソー家の故郷の町）の陶器工房へ足を運びましょう。プティ・レイ川（Le Petit Lay）を見下ろす風光明媚な村には、多くの職人が住んでいます。ぜひ彼らの店を訪ねてみてください。

ディナーと宿泊
レ・ゼルビエ（Les Herbiers）に向かい、ホテル「ヴィラ・メティス（Villa Métis）」のレストランでのんびりと宵を過ごしましょう。地域の生産者の協力の賜物である最高の美食を気さくなムードで味わえるビストロノミック料理をご賞味ください。夏季には、賑やかな雰囲気で食事を楽しめるイベントが開催されます。夜はそのままホテルで宿泊も可能。寝室の装飾を見るために、この地を旅したくなるような4つ星ホテルです。

午前
モルターニュ・シュル・セーヴル駅の出発が迫っています。正午の列

車に間に合うように準備を整え、シュマン・ド・フェール・ドゥ・ラ・ヴ

ァンデが提供する美食の旅にでかけましょう。

ランチ休憩
ディーゼル機関車の車内でランチタイム。時速30キロメートルで走

る列車から、ヴァンデらしいボカージュが織りなす高地の風景を鑑賞

する時間があります。

午後
総距離22キロメートルの旅が続きます。移りゆく景色、ロマンと冒

険をお楽しみください。

夕食
列車の旅から戻ったあとは、モンテギュ旧市街にあるレストラン「ラ・

ローブ（La Robe）」でおいしいひととき過ごしましょう。星付きシェ

フ、グザヴィエ・ジローデ（Xavier Giraudet）が細心の注意を払っ

て生み出す料理とワインのマリアージュをご賞味ください。ラ・ロー

ブ（ドレス）という名にふさわしい名店です。

 
宿泊
ティフォージュ（Tiffauges）の歴史地区の中心にある「ジット・デ・カ

ーヴ・スクレ（Gîte des Caves Secretes）」で一夜を過ごし、夢見

心地の時間を過ごした旅をしめくくります。アーチ型天井を備えた、

古い石造りのワイン貯蔵庫につくられたホテルの宿泊は、きっと忘れ

られない思い出になることでしょう。

旅の手帳 旅の手帳
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体験 #その7
ピュイ・デュ・フーで大興奮

これまでに幾度も「世界一のテーマパーク」に選ばれてきたピュイ・デュ・フー。
世界でも類を見ない特殊効果を備えた60の壮大なショーで、古代から20世紀
までリアルな時間旅行をお楽しみいただけます。

2023 年の新着情報 ：
「ミーム・エ・エトワール（Le Mime et l’ Étoile）」は、ベルエポックの時代を称
え、第7芸術、つまり映画のはじまりにオマージュを捧げるショーです。

移動撮影装置のような巨大な動く舞台で繰り広げられるスペクタクルは、当時
のモノクロ映画の美を再現します。観客と舞台の間にはフィルターや人工的な
装置はいっさいなく、生身の登場人物たちが実際の舞台装置の上を駆け回りま
す。
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ヴァンデには、文化や歴史遺産の愛好者を魅了する中世の城館たくさんありま
す。

ランチを楽しめる城、シャトーホテルとして営業している城などが多数あり、歴
史を感じる贅沢な空間で、日常から切り離されたとくべつなひとときを楽しむこ
とができます。

たとえば、ヴァンデ唯一の5つ星ホテルであり、豪華な装飾でゲストを迎える「シ
ャトー・デュ・ボワニヤール（Château du Boisniard）」。この城には美食を味
わえる美食を追求するレストランがあります。

ピュイ・デュ・フーの近くに位置するシャンブルドット「シャトー・ドゥ・ラ・フロス
リエール（Château de la Flocellière）」は、11世紀にまで遡ることができる
城の歴史に惹かれ、世界中から人びとが訪れています。

ヴァンデでお城の暮らしを体験するということ。それは、心躍る魅惑的な世界に
酔いしれることを意味しているのです。

体験 #その8
お城の暮らしを体験
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午前
ピュイ・デュ・フーの朝は、ショーの鑑賞からスタートします。園内では老若男女を問わず楽しめる20以上の壮大なショーが行われています。一日を最大限に充実させる心強い味方となるアプリ「ピュイ・デュ・フー・フランス（Puy du Fou France）」のダウンロードをお忘れなく。

ランチ休憩
ランチは、園内のテーマ別になったレストランで。ファストフードから賑やかなレストランまで、誰もが楽しめるお店を取り揃えています。

午後
一日の終わりを締めくくる、ショーの公演時間です。「レ・ノース・ドゥ・フー（Les Noces de Feu）」と有名な音と光のスペクタクル「シネセニー（Cinéscénie）」で、いずれも素晴らしいショーをお楽しみいただけます。
2500人以上の俳優が、23ヘクタールのステージで繰り広げる「シネセニー」。1時間半のショーはまさに壮大な夢物語です。

宿泊
「ロジ・ドゥ・レスキュール（Logis de Lescure）」「シタデル（Citadelle）」「（ カン・デュ・ドラ・ドー ル（Camp du Drap d’Or）」「イル・ドゥ・クロヴィス（Iles de Clovis）」「ヴィラ・ガロロマン（Villa Gallo-Romaine）」「グラン・シエークル（Grand Siècle）」…ピュイ・デュ・フーにはさまざまなホテルがあります。いにしえの時代に浸り、お好きな雰囲気のホテルを選んで魔法の時間のつづきに浸りましょう。

14

午前
城めぐりのスタートはヴァンデ南部から。まずはテール・ヌー

ヴ城（Château de Terre Neuve）を訪れます。歴史的建

造物に指定されているこの16世紀の傑作からは、芸術と歴

史の街フォントネー・ル・コント（Fontenay le Comte）を

見渡すことができます
天井のみごとな意匠、シャンボール城の屋根裏にあったとい

う美しい金色に輝く太陽の木製パネル、あるいは錬金術のシ

ンボルが装飾された暖炉に目を奪われずにはいられません。

ランチ休憩
北上して、シャトーホテル「シャトー・ドゥ・ラ・バルビニエール

（Château de la Barbinière）」にあるガストロノミーレス

トラン「ラ・クロスレ（La Closeraie）」でランチタイムです。 

モダンで温かな雰囲気に包まれ、伝統を再考した料理をお楽

しみください。

午後
「青ひげ」伝説のティフォージュ城（Château de Tiffauges）

で、ジル・ド・レの物語に思いを馳せます。フランス西部最大

の中世の城塞で、その歴史を追体験しましょう。

ディナーと宿泊
いつもと一味ちがう空間で過ごす唯一無二のひととき。シャ

ンヴェリー（Chanverrie）（シャンブルトー (Chambretaud)）

の「ターブル・デュ・シャトー・ボワニヤール（Table du 

Château Boisniard）」は、シェフがミシュランの星を獲得し

たガストロノミーレストランです。
城は5つ星ホテルでもあり、宿泊も可能です。非日常を楽し

みたいならば、樹々の上に設えられた豪華なキャビン「メゾ

ン・デ・ボワ（Maisons des Bois）」がおすすめです。忘れ

られない旅の時間をお約束します。

15

旅の手帳 旅の手帳
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ワイン街道はヴァンデも通っており、多くのワイナリーが、ワイ
ン愛好家や、地域のワインを味わってみたい好奇心旺盛な人び
とに扉を開いています。

AOCフィエフ・ヴァンデアン（AOC Fiefs Vendéens）のアペ
ラシオンは5つのテロワールを指定し、希少なブドウ品種からワ
インがつくられています。穏やかな気候とワイン生産者の熟練
したノウハウが育むワインは、独特の繊細な香りを伴います。

ティエリー・ミション・エ・フィス（Thierry Michon& fils）社の
「ドメーヌ・サン・ニコラ（Domaine Saint Nicolas）」は、無
添加と環境への配慮にこだわり、1993年からビオディナミ農法
を実践しています。

体験 #その9
ヴァンデのぶどう畑を巡り
田園散歩を楽しむ
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星々のシャワーが降り注ぐヴァンデ！  なかでもアレクサンドル・クイヨン（Alexandre Couillon）は、ミシュランガイドの2023年版で、ただひとり、
新たに三つ星を獲得したシェフです。ノワールムーティエにある彼のレストラン「ラ・マリーヌ（La Marine）」は、国境を越えて人びとを魅了していま
す。地元の季節の魚介類や陸産物にこだわった料理をご賞味ください。

店の名物料理のひとつに、イタリアンベーコンを粉末にしたイカ墨のスープでマリネした牡蠣料理「リュイトル・エリカ（l’ huître Erika）」があります。 
1999年に石油タンカー エリカ号によって引き起こされた、石油流出事故の記憶をよみがえらせる一皿です。

ヴァンデ地域の9人のシェフが今、それぞれの才能を輝かせ、何よりもこの地域の誇りとなっています。

体験 #その10
星付きレストランでおいしい小休止を
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ランチまたはディナーのひととき

いずれもシェフの一流の腕が光るヴァンデの9軒のレストラン。
ランチに、ディナーに、美食を満喫する休暇をお楽しみください。

>「レ・ルフレ（Les Reflets）」ラ・ロッシュ・シュル・ヨン
ナタン・クレネー（Nathan Cretney）シェフ（2023年に1つ星）

>「メゾン・デザミー（Maison Desamy）」
マレイユ・シュル・レイ

シモン・ベソネ（Simon Bessonnet）シェフ （2023年に1つ星）
>「ラビシウ（L’ Abissiou）」レ・サーブル・ドロンヌ

ボリス・アリスプ（Boris Harispe）シェフ（2023年に1つ星）
>「ラ・マリン（La Marine）」ノワールムーティエ

アレクサンドル・クイヨン（Alexandre Couillon）
シェフ（2023 年に3つ星）

>「ラ・シャボットリー（La Chabotterie）」
サン・シュルピス・ル・ヴェルドン

バンジャマン・パティシエ（Benjamin Patissier）
シェフ（2022年に1つ星）

>「ラ・ターブル・デュ・ボワニヤール
（La Table du Boisniard）」シャンヴェリー（シャンベルトー）

バランタン・モリス（Valentin Morice ）
シェフ（2020年に1つ星）

>「レ・ジュネ（Les Genêts）」
ブレム・シュル・メール（Brem sur Mer）
ニコラ・クータン（Nicolans Coutand）

シェフ（2017年に1つ星）
>「ラ・ローブ（La Robe “）」モンテギュ

グザヴィエ・ジローデ（Xavier Giraudet）（2017年に1つ星）
>「レ・ブリザン（Les Brisants）」

ブルティニョール・シュル・メール（Brétignolles sur mer）
ジャン=マルク・ペロション（Jean-Marc Pérochon）

シェフ（2014年に1つ星）

ご予約はどうぞお早めに！
 

写真（上から）:
ナタン・クレネー

ジャン=マルク・ペロション
ニコラン・クータン

午前
マルイユ・シュル・レイ・ディセ（Mareuil sur Lay Dissais）のワ

イナリー・ムーラ（Vignobles Mourat）に集合です。午前の終わ

り、自転車または電気自動車（シトロエン・Eメアリ）に乗り込み、

ガイド付きのワイン巡りの旅に出発します。

ランチ休憩
自転車で13キロメートル、または車で20キロメートルの道のりを

進み、大きな風車小屋のあるぶどう畑ムーラン・ブラン・ドゥ・ロ

ーネ（Moulin Blanc de Rosnay）に立ち寄ります。風車のなか

では、新鮮な季節の食材を使ったランチが用意されています。食

事のお供にはぜひムーラのワインを！  屋外のテーブルでピクニッ

クをお楽しみください。

午後
ふたたびドメーヌを巡り、ワイナリーを訪ねましょう。ムーラの歴

史、ワイン造りの技術、フィエフ・ヴァンデアンのAOCラベルにつ

いて詳しく学びます。一日の終わりには、ガイド付きのテイスティ

ングで複数のワインを味わいましょう。

ディナー
レストラン「メゾン・デザミー（Maison Desamy）」へ。かつて

時計職人の店だったナポレオン様式の建物に迎えられ、先ごろ

ミシュランの星を初獲得したシェフ、シモン・ベッソネ（Simon 

Bessonnet）の料理をいただきます。

宿泊
宿泊先、ラ・ジョードニエール（La Jaudonnière）の「エコー・ド

ー（Écho d’ Eau）」に向かいます。かつて古い水車小屋だったシャ

ンブルドットは、人目につかない緑のなかにひっそりと佇んでいま

す。
寝室の装飾は現代的で、周囲の自然と一体感のある設えです。20

メートルの屋外スイミングプール、フィンランド式サウナ付きのウ

ェルネスエリアを利用できます。

旅の手帳

旅の手帳
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エリン・ゴワ、ブルノー城のオーナー
1863年 に 建 て ら れ た ブ ル ノ ー 城（Château de 

Bourneau）は、ロワール渓谷のアゼ・ル・リドー城
（Azay le Rideau）など、ルネサンスの城からイン

スピレーションを受けています。2018年、ブルノー
城はフランス人とイギリス人の夫妻によって購入さ
れました。エリン・ゴワ（Erin Gois）は、夫のジャ
ン・バティスト（Jean-Baptiste）と改装を手がけ、
いまや、城ではイベント（結婚式、セミナー）が多数

開催されるようになりました。エリンの現代的な
センスで、祝祭のムードを醸す装飾が施され

た城は、夢のような滞在の思い出をゲスト
の心に宿すのです。

ダミアン・ラバラン、牡蠣養殖業者
ダミアン・ラバラン（Damien Raballand）の一家では、父から息子へ、4
世代にわたりブアン（Bouin）で牡蠣養殖業を受け継いできました。ノワ
ールムーティエとボーヴォワール・シュル・メール（Beauvoir sur Mer）
の間で養殖されるダミアンの牡蠣は、ヨウ素の豊かな風味が評判を呼ん
でいます。彼に会いに「小屋」を訪ね、その施設を見せてもらうこともで
きます。ダミアンは牡蠣だけでなく、季節に応じてタマキビガイ、ザルガ
イ、ハマグリ、ムール貝などさまざまな貝類を愛情込めて養殖しています。

アレクサンドル・クイヨン、3 つ星シェフ
国家功労章シュヴァリエ、世界のレストランランキングでトップ 3 に
アレクサンドル・クイヨンはダカール（セネガル）で生まれましたが、両親は「ミモザ島」ことノワールムーティエの
出身であり、フランスとアフリカを行き来して育ちました。学校には嫌な思い出があったアレクサンドル少年でし
たが、料理は彼にたしかな手ごたえを与えてくれました。ティエリー・マルクス（Thierry Marx）やミシェル・ゲ
ラール（Michel Guérard）といった巨匠のもとで修行を積んだのち、彼は、若干24歳でパートナーのセリーヌ

（Céline）とともに父のレストラン「ラ・マリーヌ」を引き継ぎました。
数年にわたる努力を経て、夫妻は2007年にミシュランガイドで最初の星を、2012年に二つ目の星を獲得します。
そして2023年、究極の栄誉に輝いたのです。野菜と魚介にこだわった料理が評価され、ふたりはミシュランガイド
で三ツ星を獲得しました。アレクサンドル・クイヨンは自身が心に決めた、ノワールムーティエに高級フランス料理
の世界をもたらすという志を成し遂げてみせたのです。同年には、ミシュランの星に加え、世界のグルメガイド
の評価やレビューを数値化したレストランランキングの「ラ・リスト2024」にて、1000軒の最高峰レストラン
のうち、98.5/100のスコアでトップ3に入り、シェフとそのスタッフ一同の仕事が高く評価されました。

ヴァンサン・オリオン、フィエフ・ヴァンデアン組合会長
ヴァンサン・オリオン（Vincent Orion）は、シャントネ（Chantonnay）のボカージュに位置するラ・
バルビニエール（La Barbinière）の邸宅で幼少期を過ごしました。彼はブドウ栽培とワイン醸造学を
学び、フランスや海外の有名なワイナリーで働き、2007 年に弟のアルバン（Alban）とともに父の
事業を引き継ぎました。以来、ワイン（白、ロゼ、赤、甘口）の生産とマーケティングを担当します。
彼らのワイナリーは2011年にAOCフィエフ・ヴァンデアンを取得し、その7年後には有機農法の
ラベルを取得しました。
2022年からフィエフ・ヴァンデアン組合の会長を務めるヴァンサン・オリオンは、この豊かで変化に
富んだテロワールの名声を高め、守ることに熱意をもって取り組んでいます。

ジェレミー・カキノー、マレ・ポワトヴァンの船頭ガイド
ジェレミー・カキノー（Jérémy Caquineau）はマレ・ポワトヴァンに生まれ、以来ずっと
この地に暮らしています。子どもの頃、湿地帯は彼の遊び場でした。そして学業を終え、
おとなになったジェレミーは、ふたたびマゾー（Mazeau）の緑のヴェネツィアの桟橋へ
と戻ってきたのです。郷里に情熱を注ぐジェレミーは、訪問者に自らの物語を語り、水の
管理の問題とその課題を説き、地域の動植物を紹介します。 彼は伝統の小舟「ピグイユ

（pigouille）」と同じように櫂（かい）を使ってボートを漕ぎます。長い棒状の櫂は、オール
よりも静かに、水を揺らすことなく水底を押して舟を進められます。おかげで、周囲の野生動

物をよりよく観察することができます。

ジュリアン・フリモドー、 
ヴァンデ最大の水上パークの創設者

オーストラリア滞在中に水上スキーを知ったジュリアン・
フリモドー（Julien Frimaudeau）と彼の友人ブノワ・ロン

サン（Benoit Roncin）は、彼ら独自の構造物を創るというア
イデアを思いつきました。
2015年、ふたりはレギュイヨン・シュル・メールの町の
海上にウォーターパーク「アトランティック・ウェイクパーク

（Atlantic Wakepark）」をオープンさせます。水上スキー
やウェイクボードなど、誰もがボードスポーツを楽しむことがで

きる水上パークです。スプラッシュゲームやウォリアーゲームな
どの他のアクティビティもまた、老若男女問わずお楽しみいただける

ことでしょう。

カネル・ルブルトン、才能あるサーファー
カネル・ルブルトン（Canelle Lebreton）レ・サーブル・
ドロンヌの海辺で育ちました。早くからサーフィンの魅
力に取りつかれた彼女は、練習に練習を重ね競技に挑
戦するようになり、ポン・ラベ（Pont L’Abbé）のサー
フスクール「ポール・エスポワール・サーフ・ド・ブル
ターニュ（Pôle Espoir Surf de Bretagne）」に所属
します。2023年3月26日、若干18歳で、母国フラン
スのU18ロングボードチャンピオンのタイトルを獲得。
野心的で遺志の強いカネルが、国際舞台の頂点に
立つ日もそう遠くないでしょう。

マリー・ギトン=エルブルトー、名産品コンクール金賞獲得
メルヴァン（Mervent）の深い森に囲まれブーランジュリー＆パティスリー「ラ・リュ
ティーン（La Lutine）」は、30年以上にわたり、職人の技が光るヴァンデ名物を提
供しつづけています。つまり、正真正銘のヴァンデのブリオッシュ、プレフ・ア・ライ
ユ（ガーリックパン）のほか、さまざまな特製のパン、ペストリー、スイーツ、ビスケッ
ト、総菜も幅広く取り揃えています。パン職人でこの店のオーナーであるマリー・ギ
トン=エルブルトー（Marie Guitton-Herbreteau）は、地元の名産品コンクールに
おいて、ブリオッシュとプレフで何度も金賞を獲得しています。

アレクサンドラ・パラルディ、フランス唯一のエコ・パストゥール
幼い頃から馬に情熱を注いできたアレクサンドラ・パラルディ（Alexandra Palardy）は、絶滅危惧種であ
るポワトヴァンと呼ばれる荷馬を育てています。同時に、彼女は「エコ・パストゥール（éco-pasteur）」で
もあります。この職業に就いているのはフランスで彼女ただひとりです。アレクサンドラは、牧草地にいる
牛や馬の群れを観察し、動物の健康状態を確認する仕事に取り組んでいます。彼女はまた土地の状態も
チェックし、毎日、牧草地を移動します。馬に乗ったアレクサンドラは、マレ・ポワトヴァンの湿地帯を縦横

無尽に駆けることができる唯一の人物なのです。

ミシェル・シャリエ、アラス・ドゥ・ラ・ヴァンデの名馬具職人
ミッシェル・シャリエ（Michel Charrier）は、ラ・ロシュ・シュル・ヨンにある「アラ
ス・ドゥ・ラ・ヴァンデ（Haras de la Vendée）」の馬具職人です。1994年に、
M.O.F.フランス国家最優秀職人章を受章。卓越したノウハウの継承に熱心に取り
組むミシェルは、2010年に特別講座を創設し、アラス・デュ・パンとラ・ロッシュ・
シュル・ヨンで後進の育成に努めています。その仕事、好奇心、献身によって、フ
ランスの馬具づくりの伝統がつづいていくのです。
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驚きと冒険

ヴァンデでは、大規模なイベントにふさわしいスペースを提供しています。

スポーツイベント、文化イベント、歴史イベント、祭りなど、年間を通して、多種多彩なプログラムが目を引きます。

2024年のヴァンデを特徴付ける主要イベントをいくつかご紹介します。いずれも世界中から訪れる人びとを魅了し、ヴァンデ
の国際的な知名度を高めてくれることでしょう。

2024オリンピック大会： 
聖火リレーがヴァンデを通過！
マルセイユとパリを結ぶ 2 か月の旅の途中、オリンピック
の聖火が、ヴァンデ川（La Vendée）を渡ります！ 北のモ
ンテギュ・ヴァンデ、東のピュイ・デュ・フー、西の伝説的
パサージュ・デュ・ゴワ、ポワント・ダルセー、そして南の
フォントネー・ル・コントの町、ヴァンデの州都である中央
のラ・ロッシュ・シュル・ヨン。自然、歴史、観光の名所な
ど県内 7 か所が舞台となります。 

2024 年 6月4日にレ・サーブル ドロンヌに至り、ヴァン
デのリレーは完了します。総勢 1 万 1000 人のフランスの
聖火ランナーが、200メートルごとに交代しながら開催都
市を走る聖火リレー。ヴァンデでは、オリンピック大会組
織委員会が選出したアマチュア選手、ボランティア、地域
代表者 100 人の中から、部門評議会によって約 10 人の
聖火ランナーが選ばれます。

レ・フーレ・デュ・ゴワ : 
一風変わったスポーツイベント
満ちてくる潮との真剣勝負となるランニングイベント「レ・フー
レ・デュ・ゴワ（Les Foulées du Gois）」は、最高のパノラマと
仲間たちと過ごすひととき。

干潮時のみ通行できることで知られるルートを舞台に、海と競
い合うため、毎年、世界中からランナーが集まります。

前回大会では、ウクライナ、アルジェリア、ケニア、エチオピア、
モロッコ、ドイツ、オーストリア、ポーランド、さらにはベルギー
から参加のランナーもいました。

ヴァンデ、大規模イベントの聖地
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「ウィリアム・クリスティの庭で」： 
魅惑の音楽散歩
2012 年以来、レ・ザール・フロリサン楽団とヴァンデ県は、
毎年夏に音楽の楽しさと庭園の美しさを組み合わせたユニー
クなフェスティバルイベントを人びとに提供しています。

音 楽 家ウィリアム・クリスティ（William Christie）がティレ
（Thiré）に造った素晴らしい庭園。その牧歌的な空間で行

わ れる第 13 回フェスティバ ル に、2024 年 8月24日から31
日まで約 100 人のフランス内外のアーティストが集まり、コ
ンサート、オペラ、散策、ワークショップ、トークなど、数多く
のイベントが開催されます。 

トランザット・ニューヨーク・ヴァンデ： 
2024 年 5月29日開幕 !
スキッパーにとって、ヴァンデ・グローブ前、最後の予選イベ
ントです。

ヴァンデ ・グローブ開幕の 6 か月前、本番さながらに行な
われるリハーサルレースは、国際モノハルオープンクラス協
会（IMOCA）が 指 定 する規 格を満 たしたヨット、IMOCA 艇
で、3100 マイル（5741キロメートル）のコースを単独で横
断します。

レ・サーブル・ドロンヌに到着するまで、第 10 回大会の最終
参加者リストはわかりません。

2016 年 のトラン ザット・ニューヨ ークー ヴァン デ ーレ・
サ ーブル・ドロンヌで は、フランスのジェレミー・ブ ユ ー

（Jérémie Beyou）（Maître CoQ 号 ） が 9日 間 16 時 間 57
分 49 秒で優勝しました。

この単独大西洋横断ヨットレースの次回開幕は、2024 年 5
月29日。米国のマンハッタンからスタートします。
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#3
魂を揺さぶる
ヴァンデ・グローブ：
第10回大会
開催

ヴァンデ・グローブ

ヴァンデ・グローブは「単独」「無寄港」「無支援」で行われる世界最大のセーリングレースです。
1968年に開催されたゴールデン・グローブ・チャレンジをルーツとしており、同大会で、3 つの

岬 （喜望峰、ルーウィン岬、ホーン岬）を経由するルートによる世界周航が初めて達成されました。

1989年の第1回大会以来、ヴァンデ・グローブは4年ごとに9回開催されてきました。今日「海のエ
ベレスト」と称されているこの超人的なレースへの参加競技者は200名。うちゴール地点に到達できた

のは 114名。地球規模で繰り広げられるこのレースが、スキッパーたちとって困難を極めることがよくわ
かる数字です。海上の厳しい寒さ、船体を揺らす波、大海原に押し寄せる荒天との戦いが避けられないヴァ

ンデ・グローブは、初心者向けのセーリングレースではありません。

ヴァンデ・グローブ第10回大会は、2024年11月10日にレ・サーブル・ドロンヌで開幕します。

©
Ve

nd
ée

 G
lo

be

あるいは海のエベレスト



24 25

数字で見るレース

ヴァンデ・グローブは…

 2 250 000
2016 年大会時の来訪者数

優勝者への賞金は 20 万ユーロ

100 000 €
準優勝者への賞金は 10 万ユーロ。

経由する3 つの岬：
喜望峰

ルーウィン岬
ホーン岬

セーリング世界一周の
距離（理論）は

4 万 5000キロメートル
世界の海洋を駆け抜けること

2 万 4300 マイル

200 000 €

レース参加者 200 人が
ゴールに到達する確率

74日間
3 時間
35 分
46 秒
アルメル・ルクレアク

（Armel Le Cléac’ h）が
樹立した大会記録

57%

ヤニック・ベスタヴェン
前回大会（2020-2021）の優勝者ヤニック・ベスタヴェン（Yannick Bestaven）は、オフショア
レース経験の豊富なスキッパーです。サン・ナゼール（Saint Nazaire）出身の彼は幼少期をア
ルカション（Arcachon）で過ごし、そこでヨットセーリングをはじめると、またたくまに競技に興
味を持つようになりました。2000年にイヴ・パルリエ（Yves Parlier、後述）と出会ったことがき

っかけで、2001年のミニ・トランザット（Mini-Transat）に出場し、優勝を果たします。
再生可能エネルギーに強い関心を持つエンジニアでもあるヤニックは、スポーツのみならずテクノ

ロジーに関する挑戦心も旺盛です。

ミシェル・デジョワイヨー
フランスの有名な海洋冒険家であり、多くの船乗りたちのインスピレーションの源であるミシェル・デジョワイヨー
（Michel Desjoyeaux）。ソリテール・デュ・フィガロ（Solitaire du Figaro）で3回優勝して名を馳せた彼は、 
2000年、記録的な速さでヴァンデ・グローブを征しました。そして2008年、艇に損傷を受けてサーブル・ドロ
ヌ港に引き返し、競合選手たちに40時間も遅れをとったにもかかわらず、再びレースで優勝を果たしたのです。
こうしてミシェルはヴァンデで二度優勝した初のスキッパーという、比類のない偉業を成し遂げました。「教授」の

愛称で親しまれるミシェル・デジョワイヨーは、テクノロジーと革新に情熱を注いでおり、自身のそれぞれのヨット
の設計と開発も手がけています。

イヴ・パルリエ
イヴ・パルリエは、セーリングのレベルを進化させた功績とその革新の技術によって知られています。1991年のソ
リテール・デュ・フィガロ、1994年のルート・デュ・ラム（Route du Rhum）、1997年のトランザット・ジャック・
ヴァーブル（Transat Jacques Vabre）大西洋横断レースで優勝した彼は、2000年から2001年にかけて開催
されたヴァンデ グローブで頭角を現しました。レース途中でマストの破損に見舞われましたが、諦めることなく、
応急のマストを建てて世界周航をつづけたのです。レース終盤の数日間は海藻を食べながら、ほぼ127日間でゴ
ールに到達しました。イヴ・パルリエは現在、企業が主催する講演会で自身の経験や、彼にとって大切なテーマで

あるイノベーション、リーダーシップ、自己超越について語り伝えています。

エレン・マッカーサー
イギリスの有名なセーラー、エレン・マッカーサー（Ellen McArthur）は、2001年に24歳の若
さでヴァンデ・グローブに初参加し、2位に入賞しました。2002年にルート・デュ・ラムで優勝
した彼女は、2005年、72日未満の単独無寄港のヨット世界一周を達成し、世界記録を樹立し
ました。環境保護に関わるために33歳でキャリアを終え、2010年、循環経済（サーキュラーエ
コノミー）の概念に基づいて持続可能な未来を推進するエレン マッカーサー財団（Fondation 
Ellen McArthur）を設立しました。

ベルトラン・ドゥ・ブロック
カンペール（Quimper）出身のベルトラン・ドゥ・ブロック（Bertrand de Broc）は、セーリング界では有名

な人物です。ヴァンデ・グローブにも何度も参加しており、1992年の第1回大会では、ハリヤード（帆や旗
を上げ下げするためのロープ）が衝突して舌を切る深刻な怪我に見舞われました。
ベルトランはレースドクターの遠隔指導を受けて自分自身で傷を縫合し、全身全霊をかけた粘り強い冒険
家としてその伝説を打ち立てました。2012年のヴァンデ・グローブでは、ボートに大きなダメージを受け

ますが、海上で修理を行ってなんとか完走を果たし、ランキング9位に入賞。ベルトラン・ドゥ・ブロックは
また、セーリングに関連した教育プロジェクト、社会プロジェクトにも携わっています。

2024 年の大会に
挑むスキッパー
40 人

世界 190 か国がレースをテレビ放映
うちフランスは 13チャンネル
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ヴァンデ・グローブを代表する
5人のスキッパー
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第10回大会に出場する
5人の国際的注目スキッパー

ジュスティーヌ・メトロー
スイス人のジュスティーヌ・メトロー（Justine Mettraux）の初めての航行はジュネーヴ湖であり、

家族所有のボートでした。ほどなくして彼女はヨットレースに参加するようになります。
そして2013年、自身初となる大きなオフショアレース、ミニ・トランザットで、

スポンサーの「チームワーク（TeamWork）」社の艇を駆り2位で完走しました。
彼女はボルボ・オーシャンレース（Volvo Ocean Race）、ソリティア・デュ・フィガロ、

トランザット・ジャック・ヴァーブルなどの主要な海洋レースすべてに参加し、
トレーニングを重ね進化しつづけています。

2022年、ジュスティーヌの活動の歴史を支えてきたチームワーク社は、
初のヴァンデ出場に向けて最新鋭の艇を購入しました。

白石康次郎
白石康次郎はすでにヨット世界一周を四度成し遂げています。

1994年、当時26歳で最年少単独無寄港世界一周記録を樹立。
その後2003年、2007年ストップオーバーを含む単独世界一周で4位と2位のタイトルを獲得。

2016年、念願のヴァンデ・グローブの参加資格を得て出場するも、スタート1か月後、
マストトラブルによって南アフリカ沖でリタイアとなりました。2020年、再び世界一周を目指して出航。

白石康次郎は、この大会で、みごとヴァンデ・グローブを完走した初のアジア人となりました。

ピップ・ヘア
18歳からプロの船長として活躍するピップ ヘア（Pip Hare）ですが、競技セーリングへの参加は遅く、

2011年にミニ・トランザットに出場を果たしました。
2020年、彼女は出場ヨットのうち最も古い艇型であるIMOCA Superbigou（2000年発売）の舵を取り、

ヴァンデ・グローブのスタート地点に並びました。これにより第9回大会で人びとに感動を与え彼女は、
ひときわ小さな単胴船で海を駆る素晴らしいパフォーマンスで尊敬を集めています。

2024年大会に期待が高まります！

ボリス・ハーマン
2001年、ボリス・ハーマン（Boris Herrmann）は大西洋単独横断レースであるミニ・トランザットに

最年少、唯一のドイツ人選手として参加。
その後、数多くのオフショアレースを完走し、2020年、ヴァンデ・グローブに運命を賭けました。

ゴールの直前に漁船と衝突したにもかかわらず、この大会でボリス・ハーマンは
80日間で世界一周を成し遂げ、初めてのヴァンデ・グローブで5位を獲得します。

2024年もその偉業を再び実現してくれることでしょう。

LES 
ヴァンデの
スキッパーの
お気に入り
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レ・サーブル・ドロンヌのパラクー
海岸（Plage Paracou）へ。手つか
ずの自然や沖合にあるバルジュ灯台

（Phare des Barges）を望む素晴
らしい景色が楽しめます。

「レチ ケット（L’ Étiquette）」で 食
事を。ラ・ショーム（La Chaume）
の ル ネ・ ギ ネ 通 り（Quai René 
Guiné）にあるこのレストランは賑
やかで居心地がよく、いつも温か
なもてなしをしてくれ、友人やパー
トナーと食事を楽しむのにうってつ
けです。

ラ・ショー ム の バ ー「コ パ ン・コ
ム・コ ション（Copains Comme 
Cochons）」で、ペタンクに興じま
す。他にも老若男女を問わず楽し
めるゲームを取り揃えており、サー
ビスのおいしいスナックをつまみな
がら遊ぶことができます。

海沿いの湿地帯をサイクリング。リル・
ドロ ンヌ（L’ île d’ Olonne）の 教 会 広
場（Place de l’ église）にある鮮 魚 店

「ポワソヌリ・イズレーズ（Poissonerie 
Islaise）で魚介類をつまみに小休止。

レ・サーブル・ドロンヌのカステルノー大
通 り（Boulevard Castelnau）で 熟 練
ショコラティエ、パトリック・ジュランセル

（Patrick Gelencser）の ペストリーや
チョコレートを味わい、ラ・ロッシュ・シ
ュル・ヨンでは、ポール・エミール・ヴィ
クトール通り（Rue Paul-Emile Victor）
にあるチョコレート博物館を見学。

友達や家族とレ・サーブル・ドロンヌの
レストラン「ル・ポワソン・ルージュ（Le 
Poisson Rouge）」へ。温かいおもてな
し、熱々のシーフードの盛り合わせを楽
しみます。

ソーヴテール海岸（Plage de Sauveterre）
で愛犬サンカ（Sanka）と散歩。その後
レ・サーブル・ドロンヌのルート・デ・パ
ン120番 地（120 route des Pins）に
ある「ロステリア・ドゥ・ノンナ・ルシア

（L’Ostéria de Nonna Lucia）」で食事。

ユー島のレピュブリック通り18番地（18 
rue de la République）に あ る「 カ フ
ェ・マルタン（Café Martin）」にパタゴ
ス（patagos、ヨーロッパウバガイ）を
食べに行ったり、カルノ通り41番地（41 
Quai Carnot）にある「カフェ・マリティム

（Café Maritime）」に一杯飲みに行った
り。ユー島でエネルギーをチャージする
ひととき。

ラ・ギティエール港のフレディ（Freddy）
の 店、「リュイトリエ・ピィ（L’ Huîtrier 
Pie）」へ。タルモン・サン・ティレ―ル、パ
ルク通り45番地（45 rue des Parcs）に
あるこの牡蠣小屋で満腹になったあとは
ヴェイヨン海岸へ。
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マニュエル・クーザン 
マニュエル・クーザン（Manuel Cousin）は根
っからのヴァンデ人です。ノルマンディー出身
の彼は、2017年からレ・サーブル・ドロンヌに
拠点を置いています。

子どもの頃からセーリングに情熱を注いでいた
マニュエルは、自動車業界で20年間働いたの
ち、プロの船乗りになるという夢を実現するた
めキャリア転換を決意しました。

2020年、初のヴァンデ・グローブに参加。技術
的な困難と厳しい気象条件にもかかわらず、23
位でレースを終えました。

アルノー・ボワシエール 
ア ル ノ ー・ ボ ワ シ エ ー ル（Arnaud 
Boissières）のセーリングへの情熱は、アル
カション湾（Bassin d’ Arcachon）で育まれ
ました。
ボルドーの出身で、親しい仲間から（アニメ
キャラのカリメロにちなんで）「カリ」と呼ば
れるアルノーは、4年連続で完走した唯一の
ヴァンデ・グローブ・フィニッシャーです。

世界の海洋を、冒険を、そしてオフショアレ
ースがもたらす興奮を愛するアルノー・ボワ
シエールは、ついに、レ・サーブル・ドロン
ヌに拠点を置くことになりました。

2024年、自身5回目の挑戦となる世界周航
に向け、愛艇ラ・ミ・カリーヌ3号（La Mie 
Câline 3）で準備を進めているアルノーは、
今回も完走を（そして優勝を)目指していま
す。

バンジャマン・デュトルー
ヴァンデ・グローブ 前 回 大 会で人びとに感 動
を与えたひとりであるバンジャマン・デュトルー

（Benjamin Dutreux）は、旧 世 代 の IMOCA
艇を相棒にその才能と優れた知識を発揮し、9位
でフィニッシュするという並外れたパフォーマンス
を達成しました。

彼の才能、強い意志、環境に配慮した姿勢が評
価され、2016年からは、環境教育の重要性を伝
え、若者の意識を高めることを使命とする「ウォ
ーター・ファミリー・アソシエーション（Water 
Family Association）」の大使を務めています。

マニュエルのお気に入り
バンジャマンのお気に入り
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アルノーのお気に入り

ドゥニ・ヴァン・ワインベルグ
ベルギー人スキッパー、ドゥニ・ヴァン・ワインベルグ（Denis Van Weynbergh）の

オフショアレースへの情熱は、ミニ・トランザットに参加した2001年に芽生えました。
パリ政治学院（Sciences Po）を卒業し、ジャーナリズムの課程を修めた彼は、

実業家でもあります。2010年にはルート・デュ・ラム、2013年には
トランザット・ジャック・ヴァーブル、2015年にはロレックス・ファストネット・レース

（Rolex Fastnet Race）、2022年にはヴァンデ・アークティック（Vendée Arctique）など
名門レースに次々と出場し、着実に航行経験を積んでマイルを貯め、

ヴァンデ・グローブへの参加資格を獲得しました。
彼の目標は、2024年のレースで世界一周を果たした初のベルギー人になることです。

ところで、これはご存じでしょうか？  ドゥニ・ヴァン・ワインベルグの艇は、
フランスのテレビで近日放送されるテレビ映画『単独（Seul）』の撮影現場にあります。

ピエール・イゾアール（Pierre Isoard）監督は本作で、2000年から2001年に行われた
ヴァンデ・グローブで注目を集めた海洋冒険家、イヴ・パルリエの物語を描きます。
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キャロル・マーニュ、 
ラ・ショームのアート
刺繍家
キャロル・マーニュ（Carole 
Magne）は、古くから船乗り
と漁師たちが肩を並べてきた
レ・サーブル・ドロンヌのもっとも
歴史ある地区、ラ・ショームに
拠点を置くアート刺繍家です。

パリの刺繍学校エコール・ルサージュ（Ecole Lesage）、
次いでパリのモード専門職養成課程グレタ（Greta）に学
び、2017年から刺繍の職人として活動しています。

オートクチュールを専門とするパリの刺繍メゾンでフ
リーランサーとして働いたのち、現在は、その卓越し
た技術と知識を、個人や団体、そしてオーベルヴィリエ

（Aubervilliers.）の国立文化遺産研究所の1年生に伝え
ています。

オートクチュールのビーズやスパンコールの縫い留めや、
伝統的な刺繍のワークショップは、高い精度の求められる
芸術的な手しごとの世界を知る入門編として最適。

レ・サーブル・ドロンヌで過ごす一日

ボリス・アリスプ、レストラン「ラビシウ」シェフ
ボリス・アリスプ（Boris Harispe）はブエノスアイレスで、フランス人の母
親とアルゼンチン人の父親の間に生まれ、フランスで育ちました。離婚した
両親と2つの文化の間で揺れ動き、やや混沌とした子ども時代を過ごした
経験から、彼は枠組みや厳格さを求めるようになります。

科学に興味はありましたが、学校でじっと座っているのが性分に合わなかっ
たというボリス。そんな彼が、自分の進むべき道を見出したのが厨房でし
た。飽くなき情熱を胸に、10年以上にわたりフランス料理界の巨匠たちも
とで腕を磨いた彼は、2020年、パートナーのメラニー・ルシー（Mélanie 
Roussy）とともに最初のガストロノミーレストラン「ラビシウ」をオープンし
ます。

店名は、港で子供たちが捕まえた小魚を連想させる地元の方言から付けら
れました。季節の移り変わりにあわせ、生産者の声を聞き、地域の食材を
用い、繊細で洗練された料理を提供しています。2023年、夫妻は権威あ
るミシュランガイドで一つ星を獲得しました。

レ・サーブル・ドロンヌで注目の人物

© Page Facebook B
ro

de
rie

 C
ar

ol
e 

M
ag

ne

©
Al

ex
an

dr
e 

La
m

ou
re

ux

©
Pi

er
re

 O
lli

er

ヴァンデ・グローブ開催地　レ・サーブル・ドロンヌ

「世界の美しい湾（Plus belles baies du monde）」のひとつに認定されているレ・サーブル・ドロンヌは、毎年、何千人もの人びとが
訪れる魅力的な海辺のリゾート地です。

ヴァンデ県で最大の規模を誇るマリーナでは、色とりどりの船を眺め、岸壁に並ぶ多くのレストランやバーをお楽しみいただけます。

その堤防の先には散歩道が続き、そこにはまばゆい別荘が建ち並び、海への眺望が開けています。町の中心部、海から目と鼻の先にあ
るイル・ペノット地区（Quartier de l’ Île Penotte）には、色とりどりの貝殻のフレスコ画で飾られたファサードを持つ、この地特有の小
さな家々が立ち並んでいます。その街並みの美しさはさながら屋根のない屋外美術館のよう。セーリング、サーフィン、ウィンドサーフィ
ンなど、ウォータースポーツを愛する人びとを魅了するアクティビティにも事欠きません。4年に一度開催されるヴァンデ・グローブに際
しては、町がヨット競技の聖地へと変貌します。

旅の手帳
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宿泊 
町の中心部のビーチ、グランド・プラージュからほど近いシャンブルドット
で一夜を過ごしましょう。ジャン・イオル通り7番地にある「レ・コルドリー

（Les Corderies）」は、レ・サーブル・ドロンヌらしい美しい建物です。

大自然の中で一夜を過ごしたい方は、ラ・ショセリー（La Chausserie）
（ヴァリエ（Vairé））にある「ダモナ・ロッジ（Damona Lodge）」がおす
すめです。プライベート・スパ付きの素朴なロッジは、50ヘクタールの
森林公園のなかに位置します。

夕食 
海を眺めながらシーフードの盛り合わせをお楽しみください！  切り立った
崖の上のガストロノミーレストラン「ルル・コート・ソヴァージュ（Loulou 
Côte Sauvage）」にポール・ドゥ・ペシュ埠頭の「ラ・コトリアード（La 
Cotriade）」、魚介がたっぷり盛り付けられた台を囲んでいただく「フルー
ル・ドゥ・タン（Fleurs de Thym）」、見晴らし抜群のパノラマテラスがあ
り、夕日を眺めながら食事が楽しめる「コート・ウエスト（Côte Ouest）」
など、レ・サーブル・ドロンヌではお店選びの選択肢に事欠きません。

午後 
「世界の美しい湾」のひとつに認定されている海を散歩し、ヴァンデ・グロ
ーブのスキッパーたちが通る伝説的な水路をさかのぼってみましょう。ス
ポーツを楽しむなら、流行のウイングフォイルがおすすめです。
つづいて、レ・サーブル・ドロンヌの散策路をラ・ショーム（la Chaume）
地区へとの方面へたどります。徒歩や電動キックボード、自転車やスクー
ターで「灯台の小道（Circuit des Phares）」進むと、海洋文化の遺産で
あるいくつもの灯台、サン・ニコラ修道院（Prieuré Saint Nicolas）や
アルンデルの塔（Tour d’ Arundel）といったモニュメント、あるいは、手
つかずの自然が残るパラクー海岸など、海辺の景色を堪能することがで
きます

午前
潮風と朝の光を浴びながら、バルタール様式（Style Baltard）の中央
市場や、イル・プノット地区（l’ Ile Penotte）とその特徴的な貝殻のモ
ザイクが織りなす町並み、ポール・ドゥ・ペシュ埠頭（Quai du Port de 
Pêche）、堤防や20世紀初頭の海辺の別荘など、町の中心部を散策して
レ・サーブル・ドロンヌを象徴する名所を発見しましょう。堤防で海に向か
ってコーヒーブレイクを楽しむのもおすすめです。

昼食
レストラン「レ・べニューズ（Les Baigneuse）」へ。縁台のテラス席で
広々としたビーチを望み、足もとに砂を感じながらランチをお楽しみくだ
さい。
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ヴァンデ・グローブ・スタートヴィレッジ
10月19日から11月10日まで 

開幕の３週間前にオープンする「ヴァンデ・グロー
ブ・スタートヴィレッジ（Le Village Départ du 
Vendée Globe）」。レ・サーブル・ドロンヌのオロ
ナ港（Port Olona）の遊歩道が来場者に開かれま
す。

レースの世界に捧げられる合計3万平方メートル
の出展スペース：

> 出展エリア : �パートナーおよびスポンサー 
ブース、オフィシャルストア

> バー : レース桟橋の反対側

スキッパーたちが使うポンツーン（浮桟橋）から、思
う存分、ヨットを間近でご覧ください。

レース開幕
2024 年 11月10日

ヴァンデ・グローブ観戦は
ご自宅でもどこからでも！

開幕の日、出航の様子はオンラインおよびフラ
ンスのテレビ13チャンネルで生中継されます。

レースの進行状況を追跡するため、ヴァンデ・
グローブのwebサイトにはYouTubeチャン
ネルがあり、ソーシャルネットワークは1日に数
回更新されます。

@VendeeGlobe

ヴァーチャル・オフショア・レガッタ

「 ヴァー チャル・オフショア・レガッタ
（Virtual Regatta Offshore）」は、主 要
なオフショアセーリングのレースに参加す
るオンラインゲーム。各レースでスキッパ
ーが遭遇する気象条件をシミュレート。

参加者はパソコン、スマートフォン、タブレ
ットからリアルタイムでプレイし、自分のボ
ートに最適なセッティング（帆やコース）を
選択し、ヴァンデ・グローブのスキッパー
や世界中のプレイヤーに挑むことができま
す。
すでに100万人以上のプレイヤーが、本
物のスキッパーと同じタイミングでバーチ
ャルボートに乗り、レースをスタートさせ
ています。

ヴァンデ・グローブ 2024を 
現地で楽しむ

ヴァンデ・グローブの開催地へご案内する旅行代理店「アン・ヴァンデ（En Vendée）」では、
グループ、個人、企業向けに、日帰り旅行や宿泊付きのツアーをご用意しています。

10月19日から11月10日までオープンするスタートヴィレッジのポンツーンでは、スキッパー
のボートを見学し、スペシャルな場所でランチをお楽しみいただけます。

2024年11月10日（日）には、船に乗って出航を体験。どうぞレースの興奮を味わってください。

ヴァンデ・グローブでの体験をさらに濃密なものするため、ピュイ・デュ・フー、マレ・ポワトヴ
ァン、ノワールムーティエ島への観光を組み合わせてみてはいかがでしょうか。

ヴァンデ・グローブ2024の旅は、どうぞ下記の旅行専門窓口までまでお問い合わせください：
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>	 法人向け （ホスピタリティエリア） : 
	 hospitality@vendeeglobe.fr

>	 グループでの滞在、日帰り旅 : 
	 groupes@en-vendee.com 
	 +33 (0)2 51 62 65 27

>	 個人旅行 : 
	 resa@en-vendee.com 
	 +33 (0)2 51 62 76 82

レースに熱狂し、
オーダーメイドで楽しむアクティビティと滞在
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プレスお問合せ

制作：2023年9月。プレス資料制作：ヴァンデ・エクスパンシオン（Vendée Expansion）  

本プレス資料は、細心の注意を払って作成されていますが、印刷上の誤りや記載漏れがある場合があります。記載内容、料金、滞在条件はあくまで参考であり、規制条項により
異なる場合があります。写真、文章、図版の無断転載や、本プレス資料の販売は固くお断りします。「エクスペリエンス・ヴァンデ 2024」に関するすべての知的財産権は、ヴァン
デ・エクスパンシオンが所有し、または関連する使用権を有しています。いかなる場合、いかなる媒体、いかなる手段においても、ヴァンデ・エクスパンシオンの書面による事前
の許可なく、「エクスペリエンス・ヴァンデ 2024」の全体または一部を、複製、表現、変更、送信、出版、翻案、利用することはできません。理由の如何を問わず、ヴァンデ・エ
クスパンシオンが事前に承認していない「エクスペリエンス・ヴァンデ2024」の全部または一部の使用は、適切な措置、特に侵害訴訟の対象となる場合があります。

www.en-vendee.com

フランス国内

アジャンス・シルヴィー・ブラン
Agence Sylvie BLIN

Agence RP & Influenceurs
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